
令和３年度における東広島市社会福祉協議会の取り組み 

 

地域の皆さんが共に支え合い、いつまでも住み慣れた地域で暮らせるような地域づ

くりを行うための事業活動を通じて、ＳＤＧｓの理念の普及と目標達成に向けた取り

組みを推進します。 

【ＳＤＧs１７の目標の内、社協が取り組む６つの目標と関連する主な事業】 

【１．貧困をなくそう】 

あらゆる場所で、あらゆる形の貧困を終わらせる 

○地域共生相談窓口（ＨＯＴけんステーション）での相談支援 

○生活困窮者自立支援事業（自立相談支援事業、家計改善支援事業、

子どもの学習・生活支援事業） 

○生活福祉資金等の貸付 など 

【３．すべての人に健康と福祉を】 

あらゆる年齢の全ての人が健康で安心した生活を送れるようにする 

○地域課題の解決に向けた協議の場づくり 

○住民主体による福祉活動の創出 

○社会福祉法人・施設等と連携した地域共同ケアの実践 

○健康福祉まつり等の開催 など 

【４．質の高い教育をみんなに】 

誰もが質の高い教育を受け、生涯にわたって学習できるようにする 

○東広島熟年大学の開講とボランティア活動の参加促進 

○あったか笑顔のまちづくり講演会等の開催 

○未来の福祉の担い手を育成する実習生の受入れ 

○ボランティア団体や専門職等と協働した福祉体験学習の実施 など 

【８．働きがいも経済成長も】 

経済成長を進めながら、働きがいのある仕事をできるようにする 

○働き方改革の推進 

○職員の人材育成 

○資格取得支援 

○職員の健康・安全の確保と働きやすい環境づくり など 

【11．住み続けられるまちづくりを】 

安全で災害に強く、全ての人に住みやすいまちにする 

○住民自治協議会・地区社協・地域サロン等の活動支援 

○災害時のネットワークづくりと地域防災リーダーの養成支援等 

○権利擁護センターの運営 

○高齢者・障害者等への質の高いサービス提供 など 

【17．パートナーシップで目標を達成しよう】 

ＳＤＧｓ達成のために、行政、企業、住民たち全員が協力し合う 

○圏域ごとの関係者ネットワーク協議会の開催 

○社会福祉施設連絡協議会と他機関とのネットワーク構築 

○福祉・介護人材の確保に向けた取り組み 

○あったか応援センターの体制整備 など 

 


